
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

0 0 0

人件費
正規職員(7,321千円/人) 臨時職員(2,125千円/人) 総人件費 総事業費

0.5 0.5 4,723 5,626

0 0 0

0 0 0 0 0

0 226 903

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成30年度

当初予算額 0 846 0 0 333 1,179

全体予算額 0 846 0 0 333 1,179

補正予算額 0

繰越予算額 0 0 0
財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

決算額 0 677 0

繰越額 0 0 0

今年度の進捗状況 未達成 事業全体の進捗状況 未達成

－ 人

（千円）

目標達成率(実績/目標) 44.6 － － －

170

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

人権文化祭来場者数 7,660 4,240 － －

人

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 人権文化祭展示作品数 1,832 1,528 2,200 2,200 2,200 件

2 人権文化祭講演会来場者数 162 107 170 170

％

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

30年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

平成29年度の人権文化祭での反省点や参加者の感想、アンケート結果などを踏まえ、次の取組を進めた。
①人権福祉センターの代替開催場所として、市民会館・うずしお会館を確保し、人権文化祭期間中の開館時
間を150分延長し、19:30までとした。
②学校の取組を紹介する従来の紙ベースのパネル作成をパワーポイントで作成し、スライドショーでの展示
を試行的に実施し、学校現場の作品作成の負担軽減を図った。
③ i女性会議徳島県本部事務局長を講師に招き、「改めてセクハラについて考える」と題して、記念講演会と
は別に前夜祭講演会を開催した。
④同和カルタ大会は、小学生児童及び児童クラブに参加周知を図り、川崎会館を代替場所として実施した。

事業実施手法

指標名 29年度実績 30年度実績 元年度目標 2年度目標 3年度目標 単位

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 単位

人権文化祭来場者数 9,500 9,500 9,500 9,500 9,500 人

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか 市民、行政機関、学校、企業、NPO法人、社会福祉法人、団体など

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

保育所・幼稚園・小・中・高等学校・社会福祉法人・NPO法人・市民等及び行政による人権問題に関する作品
の展示や人権劇・講演会などを通じて、市民等に人権問題の存在とその解消に向けた取組みや人権尊重の
大切さを理解し行動していくことにより、同和問題をはじめ、あらゆる人権問題が解消されるとともに人権が
尊重されるまちづくりに取り組む。

事業
計画

30年度に何を
計画していたか

人権意識の普及・高揚を図る取り組みとして、第45回鳴門市人権文化祭を開催する。なお、前年度の同和カ
ルタ大会が好評であったため小学生児童を対象に引き続き同和カルタ大会を開催する。
　少子化に伴う展示作品数の減少が懸念されることから、社会福祉法人からの作品展示への参加について
協力を継続要請するとともに、パワーポイントによる取組パネル作成と投影など負担軽減策を試行しながら、
展示の維持と内容充実に努める。
　人権福祉センターが耐震改修工事により全館使用不可能となるが、取組パネルの展示は市民会館で、記
念講演会や人権劇をうずしお会館で代替開催する。

政策(中項目) 1 ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

事業
期間

開
始

49

人権行政の推進

年度
　　　(小項目) 人権

施策 1 人権の尊重 終
期基本事業 1

68

事務事業名 人権文化祭開催事業
担当
部署

健康福祉部　人権推進課
人権福祉センター

令和元年度事務事業評価シート（平成30年度実績）

総合計画体系 根拠法令
計画など

鳴門市人権条例・鳴門市隣保館
条例基本政策(大項目) 2 ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

実施内容

Ｒ1年度

①少子化などによる学校の負担軽減のため、電子データの活用などの検討とともに作品数を見直しコンパクトで
も魅力ある人権文化祭を行う。
②耐震改修工事の終わった人権福祉センターのリニューアルオープン記念式典を行い、市民全体へ人権福祉
センターを周知し、利用活性化を図り、人権文化祭の来場者数回復につなげる。
③市内中心部での初の代替開催は、集客の利便性に優れる立地環境にありつつも、集客数が目標の半分で
あったことから、市中心部を会場とした人権文化祭の開催については、今後関係団体と検討していく。

Ｒ2年度
より一層の人権意識の普及・高揚を図るとともに、来場者数を維持しつつ、人権文祭開催イベントと
して同和カルタ大会に加え、来場者が体験・参画できるようなイベントを企画するなど、新たな事業を
検討する。

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

2

評価 D:目標を達成できなかった

評価項目 評価値

課題

平成28年12月に部落差別解消推進法が施行され、行政の責務が明確にされる中、差別落書きやインターネットへ
の悪質な書き込み、障がい者問題などさまざまな人権問題においても、人権侵害の事象が発生しており、なお一層
の人権教育・啓発が必要であることから、今後も人権文化祭開催事業を継続すべきである。
　また、隣保館デイサービス事業などで、地域全体に開かれたコミュニティセンターとしての役割を推進し、市民全
体に開かれた人権文化祭の運営形態が求められている。平成29年10月に鳴門市隣保館運営審議会から答申が
出されたことから、答申内容を反映できるような人権文化祭の運営形態を検討していく必要がある。

②成果に対
する評価

指標名 人権文化祭来場者数 人権福祉センターの耐震改修工事による使用不能
に伴う市民会館やうずしお会館での代替開催を周
知したが、展示作品数はほぼ確保したものの、人権
文化祭の来場者数が目標の半分を下回ったため、
Ｄ評価とした。

目標 9,500 人

実績

③総合的な評価 C
活動指標だけでなく成果指標も目標には達しなかっ
たが、来場者アンケートでは、満足度が高い状況の
ためＣ評価としたい。

所見欄

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった
人権福祉センターが使用不能のため、展示作品数や人権文化祭
の来場者数が減少したが、来場者アンケートでは85％以上の満
足度が得られているためＢ評価とした。

効率性 B:概ね効率的だった
開催時間の延長や代替場所開催により業務量は増
加したが、人員を効率的に配置し、対応した。

4,240 人

4,723 4,723

総事業費 5,698 5,626 5,859 5,859 5,859

【事務事業名：人権文化祭開催事業】

事業費推移

年　　度 29年度決算 30年度決算 元年度 2年度 3年度

事業費 835 903 1,136 1,136 1,136

うち一般財源 269 226 350 350 350

人件費 4,863 4,723 4,723


